
1 

オランダ養豚における家畜排せつ物処理の取り組み 

～持続可能な養豚のために～ 

独立行政法人農畜産業振興機構  
 調査情報部 前田 絵梨 



  セミナーの構成 

オランダ養豚における家畜排せつ物処理の取り組み 
 ～持続可能な養豚のために～ 

１．オランダ養豚の概要 

２．オランダにおける家畜排せつ物に関する政策 

３．オランダにおける家畜排せつ物の処理方法など 

４．養豚業界の排せつ物処理に関する課題など 
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オランダは豚肉の純輸出国 

１．オランダ養豚の概要 

✔ 豚肉生産量 ＥＵ第６位：２０１８年、１５３万５９２０トン（枝肉重量ベース） 
 
✔ ＥＵ域外向け輸出量 ＥＵ第４位：２０１８年、２４万２０３９トン（製品重量ベース） 

 （欧州委員会） 
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１．オランダ養豚の概要 
養豚生産者は、所有する豚生産権に応じた頭数を上限に豚を飼養 
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1998年、豚生産権の保有を義務付ける制度を導入。 
 ⇒「豚生産の再編法（Wet herstructurering varkenshouderij ）」 
 
【目的】作物に吸収されなかった排せつ物の土壌や水源への流入による環境汚染を防止するために飼
養頭数を制御し、発生する排せつ物を管理することなど。 
 



２．家畜排せつ物に関する政策 
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オランダの家畜飼養密度は、ＥＵで最も高い 
図 ＥＵ加盟各国の総家畜密度（2016年） 

資料：欧州委員会（Eurostat) 
 注：家畜単位（LSU）とは、家畜の飼養密度を表す指標として用いられる係数で、2歳以上の雄牛：1.0LSU、 
   1歳以上2歳未満の牛：0.7LSU、体重50キログラム以上の繁殖雌豚：0.5LSU、体重20キログラム未満の子豚：0.027LSU、 
   他の豚：0.3LSUなどとなっている。 



２．家畜排せつ物に関する政策 

家畜排せつ物に含まれる窒素やリン酸塩
は、化学肥料にも含まれるが、農地への
施用量がその農地にとって過剰になると、
地下水や地表水に流出。 
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オランダにおける環境規制の例 

環境保護の観点から家畜排せつ
物の処理は注意を払うべき事柄 

ＥＵの硝酸塩指令に基づく環境規制の例 
 
✔ 家畜排せつ物由来の窒素施用量 
  ・・・１ヘクタール当たり年間１７０キログラム 
     （許可を受ければ同230または同250キログラムとできる） 
 
オランダ独自の環境規制の例 
 
✔ 窒素（家畜排せつ物由来、化学肥料由来）とリン酸塩（家畜排せつ物由来、化
学肥料由来）について、それぞれの総施用量の上限を設定。 



２．家畜排せつ物に関する政策 

資料：オランダ企業庁 

図 生産地域の区分 

7 

家畜排せつ物加工義務に従い、余剰排せつ物は加工される 



２．家畜排せつ物に関する政策 
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政府主導の下での循環型農業への移行 

2018年9月、オランダ農業・自然・食品品質省は、
循環型農業に関するビジョンを発表。 

✔ 将来の食料供給を確保する唯一の方法は
循環型農業への移行である 
 
✔ 循環型農業では、畜産が効率的な資源の
利用という観点において重要な貢献を果たす 
 
 
 
 オランダでは、循環型農業への移行が、農業
分野をはじめ、酪農・畜産分野の持続可能性向
上につながっていくと考えられている。 

資料：オランダ農業・自然・食品品質省 



３．家畜排せつ物の処理方法など 

9 

豚由来の排せつ物発生量は、家畜排せつ物全体の1割強 



３．家畜排せつ物の処理方法など 
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家畜排せつ物のほとんどがオランダ国内の牧草地などに散
布される 



３．家畜排せつ物の処理方法など 
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【処理方法の例】 
 スラリーインジェクターによる地中への直接注入 

スラリータンク スラリーインジェクター 



３．家畜排せつ物の処理方法など 
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【処理方法の例】 バイオガスプラントによる処理 

バイオガスプラント 
（HoSt社 MARRUM）  

消化液の固体分 消化液の液体分の保存施設 
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３．家畜排せつ物の処理方法など 

【処理方法の例】 その他の処理 

✔ ミネラル濃縮物（ＮＫ肥料）の製造 ✔ たい肥化 

逆浸透膜 コンポスト 

✔焼却など  
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畜産生産者は、 
家畜排せつ物１トン当たり10～２５ユーロを支払って処理 

 余剰家畜排せつ物の流通に関わる者 

① 余剰家畜排せつ物を発生させる畜産生産者 
 
② 家畜排せつ物の運送会社 
 
③ 家畜排せつ物を受け入れる生産者 
  （耕作農家や十分な農地を有する家畜生産者） 

 家畜排せつ物処理に係る費用（家畜排せつ物１トン当たり：2019年） 

①畜産生産者 

資料：ワーヘニンゲン大学 

②運送会社 ３～１０ユーロ／トン １０～２５ユーロ／トン ③受け入れ生産者 

４．排せつ物処理に関する課題など 



ＥＵの主要豚肉生産国と比べ、オランダの豚の排せつ物処
理コストは高い 

４．排せつ物処理に関する課題など 
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４．排せつ物処理に関する課題など 
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家畜排せつ物処理に関する業界関係者の声 

✔ 全ての養豚生産者が一丸となって、排せつ物の処理に取り組むことで処理コ
ストを下げることができる。 
 
✔ 市民に家畜排せつ物は価値があるものだと理解してもらう必要がある。 
  
✔ 家畜排せつ物由来の製品の利用を進めるために、市場の需要にあったものを
生産することが重要である。 

シンポジウム「Symposium Mestverwaarden  （2019年10月25日）」 



４．排せつ物処理に関する課題など 
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オランダ養豚協会（ＰＯＶ）の構想  

オランダ政府の政策 

 POV（Producenten Organisatie Varkenshouderij）は、 
 
✔ 排せつ物の加工を行う6～7社の地域企業を設立するサ
ポートをしている。「養豚再活性化行動計画（2016年）」（注） 
 
✔ 全国の余剰排せつ物を報告してもらい、データを収集し、
余剰排せつ物を一元管理する協同組合（配分センター）の設
立を進める構想を描いている。 
 
注：「養豚再活性化行動計画（2016年）」は見直され、2019年に新たな計画が策定されている。 

 政府は、環境問題への対応として、養豚経
営を廃業する生産者に対して、補助金を交付
するプログラムを実施する。  

資料：オランダ政府 

資料：オランダ政府 



まとめ 
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家畜排せつ物処理の課題 
 
✔環境保護の観点から、家畜排せつ物の処理は注意を払うべき事柄 
✔養豚生産者の排せつ物処理のコストは高い 
 
家畜排せつ物の利点 
 
✔農地を豊かにし、化学肥料と置き換えができる有用な物質 
✔循環型農業では、畜産が効率的な資源の利用という観点で、重要
な貢献を果たす 

✔余剰家畜排せつ物の最良の処理方法や付加価値化は模索中 
 
✔政府や生産者団体などが家畜排せつ物の処理に関する新たな
取り組みを始めており、今後の展開が注目される 
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ご清聴ありがとうございました。 

※ メールマガジンのご案内 
 
 独立行政法人農畜産業振興機構は、情報誌「畜産の情報」を毎月発行し、ホームページでも提供
しているほか、メールマガジンにより、毎月２回、最新の情報を配信しています。 
 メールマガジンの配信を希望される方は、機構ホームページ（https://www.alic.go.jp）の
「メールマガジン登録」からご登録ください。 

本情報は、情報提供を目的とするものであり、取引・投資判断の基礎とすることを目的としていません。本資料
の正確性の確認等は、各個人の責任と判断でお願いします。提供した情報の利用に関連して、万一、不利益が
被る事態が生じたとしても、ＡＬＩＣは一切の責任を負いません。 

今回の情報は「畜産の情報」２０２０年２月号に掲載しております。 
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